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マリア様と心を合わせて 

 

担当司祭 田丸 篤 

カトリック教会は、２月１１日ルルドの聖母を記念

します。１８５８年２月１１日に聖母はベルナデッタ

に最初の出現をされ、それから１８回繰り返し出現さ

れてメッセージを残されました。そのメッセージの中

心は祈りと償いの呼びかけでした。聖母はルルドの他

でもメッセージを残されています。そしていつも呼び

かけられるのは祈りと償いが必要であるということ

です。「人々の罪の償いのために祈ってください。さあ

一緒に祈りましょう。主を愛していますか。世の多く

の人々は主を悲しませています。私は主を慰める者を

望んでいます。罪人や忘恩者に代わって苦しみ、貧し

さをもってこれを償う霊魂を、御子とともに望んでい

ます。祈り、苦業、貧しさ、勇気ある犠牲的行為は、

御父のお怒りをやわらげることができます。貧しさを

尊び、貧しさの中にあって、多くの人々の忘恩、侮辱

の償いのために、改心して祈ってください。各自の能

力、持ち場を大切にして、そのすべてをもって捧げる

ように。祈りが必要です。形にこだわらず、熱心をも

って、ひたすら主をお慰めするために祈ってください。

毎日ロザリオを唱えてください。たくさんの霊魂が失

われることが、私の悲しみです。」 

 

私は昨年２月に行われた信徒大会の中で、聖堂入り

口にマリア像を建立することを呼びかけました。そし

て信徒の皆さんの多くの祈りと献金と協力のお陰で

無事に建立することができました。そのマリア像はロ

ザリオの聖母で、腰にロザリオを身につけ、両手を広

げて人々に祈りを呼びかけておられます。私たちが主

を愛し、ロザリオを唱え、日々の生活を神様に捧げて

いくことを心から願っておられます。教会の前の道を

通る一般の人々の中でマリア像に向かって手を合わ

せていかれる方を多く見られるようになっています。

皆それぞれ自分の願いを持って手を合わせておられ

るでしょう。同時に私たちがマリア様の思い、呼びか

けを大切に心で受け止め、主を愛するために自分が捧

げることができることを実践していくことです。マリ

ア様の願いは、私たちがイエス様に聞き従って歩むこ

とです。私は自分が司祭に叙階される時、その記念の

カードにマリア様の言葉「あの方のおっしゃることは、

何でもそのとおりにしてください」（ﾖﾊﾈ 2･5）と記し

ました。マリア様は今でもその思いを私たちに伝えて

おられると思います。世界の状態は多くの苦難を抱え

ています。神様が望まれる愛と平和の実現のために多

くの行動、働きが必要です。この２０２３年という年

を神様の望みの実現のための実行の年にしていきた

いです。そのために私たち一人ひとりの祈り、犠牲、

奉献が求められています。 
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１月８日(日)に成人の日のミサが行われ、２名の方が出席し皆さんからも祝福されました。 

 

M Y 

二十歳のお祝いのミサを皆さんと一緒に与ること

ができ、温かいお言葉をたくさんかけていただけて、

胸がいっぱいになりました。本当にありがとうござい

ました。 

私は戸塚教会の方々に面倒を見て頂き、大きくなり

ました。ここには書ききれない程、本当によくしてい

ただきました。皆さんの愛に守られて、無事に二十歳

という節目を迎えることができました。 

しかし、私は二十歳を迎えるまでに、教会に行って

御ミサに与っている、自分はキリスト教である、とい

うことを友達に話すことができませんでした。今振り

返れば自分は幼かったのだなと思います。 

クリスマスのミサに、偶然同じ中学校の友達が来て

いた年がありました。ミサの後、学校で、「教会に来

ていたよね？」と聞かれ、私はとっさに「行っていな

い」と答えてしまいました。 

今では、友達の中に、私がキリスト教であるという

ことを知っている友達がいます。私が想像していたよ

りもあっさりとした反応で、とっさに「行っていない」

と隠していた当時の私に、不安に思わなくても大丈夫

だよ、と声をかけてあげたいです。 

信仰を隠していた当時でも、教会が嫌いにならなか

ったのは、本当に周りの方々が、優しかったからです。

二十歳のお祝いのミサを与りながら、本当に居心地が

よく、心安らぐ場所だなと感じました。 

これからは、私を育ててくれたたくさんの愛に応え

ることができるよう、周囲の方々への感謝の気持ちを

忘れない大人になります。 

今後ともよろしくお願いいたします。 

 

 

K Y 

今年度、無事に 20 歳を迎えることができました。

戸塚教会の皆さんにはまだ小さかった頃からお世話

になっており、感謝しています。私は中学生の頃から

ミサで答唱詩編などをソロで歌わせていただいてき

ました。色々な聖歌をより深く知ることができ、貴重

な経験になっています。今後も奉仕を続けさせていた

だけたら嬉しく思います。 

これまでの 20 年間を振り返ると、自分は保身的な

生き方をしてきたような気がします。衝突を避け、自

分に合わないと感じたものにはできる限り近づかな

いようにしてきました。こうして作ってきた環境は、

居心地は良いですが、狭い世界にいるように感じます。

大人としてもっと経験を積んで見聞を広め、様々な世

界を知っていきたいと思っています。 

私は現在に至るまで、家族や友人、先生方や憧れの

人などから、沢山のものを頂いてきました。そのこと

にこれまで以上に感謝し、自分も言葉や行動を通して

人に何かを与えられるような人間になりたいと思い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

成人の日を迎えて 
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《 成人の日ミサの様子 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振り袖姿でミサに

与る 

神父様から祝福を

受ける 

ミサ終了後温かいお汁粉が 

ふるまわれた 
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ウクライナのシスタータチアナからのビデオメッセージ 

(Y-Tube：2022.12.6 付) 

 

愛する友人の皆様、ウクライナから温かい挨拶を送

ります。いつも私達の味方になり、支えて、祈って下

さる事に感謝します。 

 

今ウクライナ人の 80％で電気や水がありません。

暖房や光や水など、生活に必要な物がありません。幸

いなことにこの家には光があります。しかし、ほとん

どの人は懐中電灯やモバイルバッテリーしかありま

せん。昨日、国中が停電しました。人々は懐中電灯な

どを使って職場に向かいました。 

教区で行われた夕方のミサに行った時の様子をお

伝えします。私達の街も暗いです。人々は懐中電灯を

使って移動しています。動いている自動車の光で足下

が照らされてます。子ども達が集まって侍者の練習や

ダンスをしていた所に来ました。発電機で一つの電球

が灯され、子ども達が小さな光の下で踊っていました。

とても感動的でした。電気があろうとなかろうと、

人々は暮らしを続けています。交通信号がないので、

警察官が自動車の流れをコントロールしています。通

行者は道路を渡る合図を待っています。発電機の音が

聞こえます。この店には一機あるので、電灯が付いて

いるため、人々は買い物ができます。本当に暗い道に

入ったので懐中電灯を付けます。回りの家は暗く、窓

際にはロウソクが置いてあります。 

 私は夜のミサに向かっていますが、あたりは真っ

暗です。今日も国中に攻撃がありました。国中に空襲

警報が鳴りました。多くの場所では暖房も水もありま

せん。屋外は霜と雪なので、なるべく早足にします。

そうすれば身体が温まります。教会に到着しました。

ミサはロウソクの下で行われます。でも、大丈夫で

す。 お祈りをするのにほとんど、電気が必要ではあり

ません。魂に光が必要です。中に入ります。 

人々はとても想像力にあふれています。散歩したり、

ショッピングに行ったりして、なるべく普通の生活を

しようとしています。電気が無いことで素晴らしいこ

とがあります。多くの家庭では家族が集まっています。

テレビもありませんし、ネットも見られません。 懐中

電灯など灯りのあるところに集まって共に時を過ご

します。  早く寝ています。これが私達の現実です。 

 

今日は丁度戦争が始まって 9 ヵ月目です。9 ヵ月、

私達は危険な状態で暮らしてきましたが、希望を失わ

ないようにしてきました。9 ヵ月は新しい命が与えら

れる時間でもあります。妊娠をしてした母親から赤ん

坊が産まれます。この暗い精神的な期間を経て、何か

新しい希望が生まれることを期待しています。私達は

強くなりました。もっと団結するようになりました。

もっと神様を信じるようになりました。多くの人は神

様を求めています。神様は私達の盾であり、救いであ

ることを知っています。神様は私達と共にいて下さる

エマニュエルだという希望を持っています。他のシス

ターは別の所で働いています。公教要理を教えていま

す。また、困っている人やお年寄りに食糧や衣料など

必要な物を送ったり届けたりしています。ホロビアン

カで働いているシスターもいます。そこはブッチャと

共に，初期の攻撃を受け、酷い状態にあります。そこ

で他のボランティアと共に英語を教えたり、一緒に遊

んだり、カードを作っています。何か素敵で前向きな

ことで時間を埋めています。簡単な仕事ではありませ

ん。しかし政府はその仕事を認め感謝しています。私

達がしていることと同じです。そして、皆様もその一

役を担って下さっています。皆様の支援なしでは私達

はなにもできません。私たちができることがもう一つ

あります。特別なロウソクを兵士に送ることです。兵

士達も寒くて電気の無いところにいます。ロウソクで

兵士達は温かくなります。 私達は信徒や各地のボラ

ンティアとこのようなロウソクを作っています。 

 

まだまだ多くのことができます。それによって勝利

が近づきます。もっと光と良いことができます。どう

か祈ることを続けて下さい。平和の王子であるキリス

トよ来て下さい、そして破壊を終わらせて下さい。私

達の家庭、私達の国、そして世界中に平和をもたらし

て下さい。皆様にもう一度感謝をお伝えします。どう

か主のお恵みにあふれる待降節になりますように。 
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「ステラマリス・毛糸の帽子」サークルの活動で、ウクライナカラーの帽子が 10 数枚とエコバッグがで

きました。戸塚教会の信徒二人が、横浜 YMCA のウクライナ避難者支援部門で、避難者の女性に手渡し、

後日、横浜で避難中のウクライナの子供達に渡されました。信徒の皆さんの心が、子供達の笑顔に繋がり

ました。 

２．サークルの 2 月及び 3 月の開催予定は以下の通りです。 どうぞ気楽に参加下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．福祉部教会委員 ご挨拶 

２０２３年より委員をさせて頂きます。 

心を込めて誠実に勤めさせて頂きます。もちろん 私一人の力では出来ません。 

田丸神父様、福祉部の皆様、そして教会という共同体の皆様のお力をお借りしなければ、「キリス

トの愛をあかしする」ことは出来ません。イエス様を大切に思う心を忘れず、教会内外での福祉部

としての役目を心がけてゆきたいと思います。 どうぞ宜しくお願い致します。 

 

福祉部からのお知らせ 

（写真提供：横浜 YMCA） 

2月 22日（水）10am 灰の水曜日・ミサ後〜13時 ２階集会室 

3月 29日（水）13時〜15時 ２階集会室 

ウクライナの国旗の
色の帽子をかぶって

記念撮影 

Дякую！ 
（デャークユ：ウクライナ語

で「ありがとう」） 
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《 財務部からの報告 》 

 

昨年末にあった心温まる出来事です。 

教会に一人のお子さんがお母様と一緒に教会を訪ね

てきて、手作りの可愛い箱を神父様に渡してください

ました。 

箱には、『このお金使ってください』と子供の字で書い

てありました。 

その下には、お母さまから『大好きなマックとアイス

を我慢したお金です。世界で困っている人に分けてあ

げたいという想いで献金いたします。世界が平和にな

りますように』とメッセージがありました。 

いただいた献金は、先月の「世界子ども助け合いの

日」の献金に入れて、世界中の困っている子供たちに

届けてもらえるようにしました。ありがとう。 

 

お子さんの優しい気持ちとそれを見守り、応援して

くださったお母様に心から感謝いたします。温かい優

しい気持ちが必ず神様に伝わることでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

側面に子どもの字で「この
おかねつかってください」
と書かれています 

かわいらしい手作りの
献金箱 
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教会委員会からのお知らせ   

 

 

毎月の教会委員会・議事内容について 

＜1月度定例教会委員会（1/22）＞ 

【協議事項】 

(1）2 月の主日ミサ日程表(典礼部) 

 委員長了解の上で教会連絡網に掲載済み（報告）。 

(2）主日のミサでの各部のお知らせ(典礼部) 

 木曜日までに典礼担当・先唱者担当窓口宛にメー

ルで連絡を。締切り後は当日に担当部が直接お知

らせすることとする。 

(3) 教会ホームページ信徒限定サイトとパスワード

の扱い(広報部) 

 メール連絡網登録者にパスワードを連絡する。 

(4)信徒大会の開催形式と進行方法(委員長） 

 今回は対面開催になるが、前回の Zoom 参加者は

少数だったので、Zoom の用意はせず、書面での

質問は受け付ける。 

(5）2022 年度総括と 2023 年度活動方針(委員長) 

 (別紙)を確認。信徒同士、また教会を知らない人と

も分かち合い支え合う機会を作っていきたい。 

(6）各部の 2022 年度活動方針へのコメントと 2023

年度活動方針一覧(委員長) 

 各部で変更などがあれば、1 月 29 日(日)までに総

務と委員長に連絡を。信徒大会議事次第は 2 月 4

日(土)のミサ後から配布。 

(7）2022 年度決算書・2023 年度予算書（案）の審

議と承認 

  (別紙)の決算書･予算書案で、値上げが予想される

水道光熱費予算の増額など一部修正の上承認。 

(8) 活動報告と活動内容の変更について(委員長) 

 (別紙)の表の記述を、現状に合わせて変更：「教会

法務･一般法務･庶務グループ」部分は削除。ジュ

ネスは「(活動休止中)」と注記して残す。 

 「委員会･活動部と活動内容(2023 年 1 月現在)」

(別紙)に、新しい活動を始めたグループを含めて表

に記述したいので、各部は活動内容を確認し大会

資料を変更する。 

(9) 各部の活動報告と活動計画について(委員長) 

 各部で内容を確認し、必要があれば締め切りまで

に修正する。 

(10) その他 

①「マリア像記念カード」増刷、「教会パンフ」の管 

 

 

 

理をどの部署が行うかは今後検討。 

②「委員会･活動部と活動内容」の表には、活動部を 

「祈る力を育てる部門」「信仰を伝える力を育てる部

門」「神の愛を証しする力を育てる部門」の三つの

部門に割り振っているが、この扱いは問題がある

ではないか、との意見が出され、今回の信徒大会

資料の表では三部門の欄は残すが、今後十分議論

を重ねた上で、三部門の扱いを決定する｡ 

【報告事項】 

【財務部】 

①宣教地召命促進の日献金 12 月 20 日に￥54,000

を横浜司教区に振込。多くの皆さまのご協力をあり

がとうございました。 

②愛の献金(R4 年度分)\465,850 福祉部に渡した。 

 【管財部】 

①マリア像プレート取付作業 1 月 17 日(火)に完了。 

②男子小便器センサー交換作業は 2 月 7 日(火)に予

定。費用は約 20 万円。 

③エレベータ保守点検及び老朽化したバッテリー交

換が 1 月 27 日(金)に実施。費用は約 17 万円。 

【典礼部】 

・2022 年 12 月 18 日(日)11 時～「祈りの会」久我

神父様のご指導（2 階集会室）。13 名参加。 

・2022 年 12 月 24 日(土)18 時 降誕ミサ（夜半の

ミサ）。参加者 160 名。 

・2022 年 12 月 25 日(日)10 時 降誕ミサ（日中の

ミサ）。参加者 172 名。  

・2023 年 1 月 1 日(日)11 時 新年ミサ。参加者

133 名。 

・2023 年 1 月 8 日(日)10 時 二十歳のお祝いミ

サ。対象者 6 名中、2 名が参加。  

※同日のミサ後､クリスマスの後片付け 聖堂内：典

礼部、ロビー(教会学校)、前庭の電飾等 

・2023 年 1 月 15 日(日)11 時～「祈りの会」久我

神父様のご指導（2 階集会室）。20 名参加。 

 

＜２月度定例教会委員会（２/１2）＞ 

【協議事項】 

（１) 教会だよりに活動部の活動状況などを掲載す

ることについて（広報部） 

・掲載を進める方針とする。原稿は教会委員だけで
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はなく活動部のメンバーによるものも含む。 

（2）３月の主日ミサ日程表について（典礼部） 

３月の主日ミサ日程について確認した。   

（3）「マリア像記念カード」増刷と管理（典礼部） 

・増刷は、写真係に撮影依頼し、前回同様に典礼部

会にお願いする。 

・なお、教会パンフの印刷・在庫管理は総務部が担

当する。今後、教会の前を通る人に自由にとっても

らえる方法を福音宣教部で考えることとする。 

（4）復活祭パーティ開催について（行事親睦部） 

・信徒相互の親睦、交流が目的で、高齢者等も想定

されるため、昨年と同様に飲み物とお菓子程度を提

供することとする。 

・イースターエッグの募集はせず、子供たち向けに

は別途検討する。 

（5）マスク着用の考え方の見直しについて(委員長) 

３月 13 日以降ミサに参加するときマスクについて 

・高齢者や様々な理由でワクチン未接種の人も想

定、学校では合唱などマスク着用、ミサで聖歌を歌

う等も考慮して、教会内では引き続きマスク着用を

求める。 

・聖週間（枝の主日）のミサから、信徒もマスク着

用で入祭、答唱詩編、閉祭の聖歌を歌うこととする 

［報告事項］ 

【財務部】 

・世界こども助け合いの日の献金 \67,000 2/7 

横浜司教区に振込。ご協力ありがとうございました 

・四旬節 愛の献金」2/22 灰の水曜日から 4/6 聖木

曜日のミサ前まで。多くの皆様のお祈りとご協力を

お願いいたします。 

【管財部】 

 ２F の男子小便器センサー交換作業は 2/8 に完了。 

【典礼部】 

・枝の主日に向け古い枝の回収 1/14（土）～

2/12(日)10 時ミサ終了後迄（ロビー段ボール箱内） 

・田丸神父様との対話週間・・・1/24(火)～２８

(土)14 時～15 時（各曜日 2 名迄）  

【今後の予定】 

・田丸神父様との対話週間・・2/14(火)～１８

（土）14 時～15 時（各曜日 2 名迄） ※事前申

込、当日可 

・祈りの会・・2/19(日)11 時～12 時（2 階集会

室） 久我神父様のご指導。（典礼部・教学部） 

・灰の水曜日・・・2/22(水) 10 時、20 時ミサ 

・教区合同入信志願式・2/26(日)15 時～（藤沢教

会）志願者・代父母のみ 

・十字架の道行き・・・2/24、3/3、10、17、24、

31 の各金曜日 10 時～ 

・黙想会とゆるしの秘跡・・・3/5(日)10 時ミサ後

～13 時 日野神父様（中和田）の講話、ゆるし秘跡 

（典礼部・教学部） 

・平日のゆるしの秘跡：田丸神父様 ※事前申込 

3/7(火)～11（土） 14(火)～18（土）14 時～15 時 

・祈りの会・・3/19(日)11 時～12 時（2 階集会

室） 久我神父様のご指導。（典礼部・教学部） 

・サンパウロの出店・3/26(日)※前庭にて物品販売 

・枝の主日・・・4/1(土)16 時、4/2(日)10 時   

※枝の準備 4/1(土)10 時～ 戸塚教会 

・聖週間の典礼・聖木曜日 4/6(木)19 時～、聖金曜

日 4/7(金)19 時～、復活徹夜祭 4/8(土)19 時～ 

復活の主日 4/9(日)10 時～  

【福音宣教部】 

・3/5(日)オープンデー １３時～１４時３０分 

【福祉部】 

・・4/2(主日の枝）11:15~12:15 

 『聴く会』シャロームの家 講演会   

 


